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「アテネ協会に寄せる頌詩」（“Ode to the Athenian 
Society,” 1692）
「サ ・ーウィリアム・テンプルに寄せる頌詩」（“Ode 
to the Honourable Sir William Temple,” 1745, 
writ. 1692/93）
「ウィリアム・サンクロフト博士に寄せる頌詩」（“Ode 
to Dr. William Sancroft,” 1789, writ. 1692）
「コングリーヴ氏に」（“To Mr. Congreve,” 1789, 
writ. 1693）
「サー・ウィリアム・テンプルの最近の病気と快癒に
際して」（“Occasioned by Sir William Temple’s 






























『イギリス詩人伝』（The Lives of the English Poets, 
1779-81） の冒頭に据えられたカウリーは，エドマン
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際して」（“Occasioned by Sir William Temple’s











































































































Poetry: A Rhapsody,” 1733），「リージョン・クラブ
の特徴，賛辞および説明」（“A Character, Panegyric, 








































































































































































































































































































































































セ イ の 書 き 手 で あ っ た。 そ れ ら は『 雑 纂 』
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『ザ・ミストレス』よりはるかに勝る」(Jonathan
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Writings of Jonathan Swift, ed. Herbert Davis et
al., 16 vols. (Oxford: Basil Blackwell, 1939-74), I,
p. 159, n.; Cambridge Edition of the Works of
Jonathan Swift, gen. ed. Claude Rauson et al., 17
vols. (Cambridge: Cambridge University Press,






Woodbridge, Sir William Temple: The Man and
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化させる力を持っている」(William Temple, Of 
Poetry, in The Works of Sir William Temple, Bart,
4 vols. [London, 1770], III, p. 398)。戦意を喪失し
ていたスパルタ軍が，雄々しさを取り戻したのは
エレゲイア詩人のテュルタイオスの詩歌によって
であった。また，シチリアのアクラガスの僭主で
あるファラリスが，その残忍さを優しさや敬愛へ
と変えたのはステシコロスの頌詩によってであっ
た。詩は絶大な力を持っている。けれども，それ
は不思議なことではない。「というのも詩には，
人間の心に非常に強い感銘を与えることのできる
雄弁，音楽，絵画の力がことごとく集められてい
るからである」(Ibid.)。
詩がこのような威力を備えているということ
は，取りも直さず，詩人が卓越した才能を持った
存在であるということを意味する。テンプルによ
れば，ギリシア人とローマ人は詩人を預言者や創
造者に等しき存在と見なし，詩人の中に神のごと
き力が宿っていると考えていた。もっともテンプ
ルは，詩の起源を神的に捉えるのではなく，あく
までも人間的なものとして把捉する。なぜならば，
詩とは「この上なく優れた天性の気質，もしくは
最も偉大な生来の才能から生み出される」もので
あって，決して「人間的なものの手の届かぬよう
なものではない」(Ibid., p. 396)からである。した
がって，テンプルは詩の源泉はあくまでも人間の
側にあるとするが，にもかかわらず，テンプルに
とって詩人の才能は，神的なまでに絶対的なもの
であった。そして詩人に求められる能力とは，「詩
の母である創造力」，「活力に満ちた想像力」，「生
き生きとした機知」，「良識と健全な判断力」，「創
作意欲をかき立てる興奮」，「自然と人為について
   
